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至名古屋
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会場

入場料

日時

一宮市尾西生涯学習センター　

無料

8月5日(日)午後1時～5時
平成30年

6階 大ホール

小学校5年生から一般対象

国の天然記念物（文化財保護法）
国内希少野生動植物種（種の保存法）
環境省レッドリスト絶滅危惧ⅠＡ類

●
●
●

【和名】イタセンパラ
【学名】Acheilognathus longipinnis
【分類】コイ目コイ科タナゴ属

ごく近い将来における
野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

主 催／一宮市尾西歴史民俗資料館
共 催／国土交通省中部地方整備局 木曽川上流河川事務所
       　環境省中部地方環境事務所　 木曽川水系イタセンパラ保護協議会　ミズベリング事業
協 賛／一宮活性化プラン協議会

JR尾張一宮駅・名鉄一宮駅から、名鉄一宮駅バスターミナル2番のりば
起・蓮池・西中野行き「尾西庁舎」下車 北へ徒歩すぐ

整理券が必要です
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一宮市尾西歴史民俗資料館　平成30年度  歴史と民俗22 シンポジウム

アクセス

詳しいプログラムは裏面をご覧ください

TICKET

7月3日（火）～整理券配付

●尾西歴史民俗資料館
●本庁舎4階生涯学習課　
●尾西生涯学習センター1階
●中央図書館

配
付
場
所

※休館・休庁日には配付しておりません

最後まで参加した方には最後まで参加した方には

オリジナルグッズ
プレゼント！
オリジナルグッズ
プレゼント！ Thankyou

〒494-0008  愛知県一宮市東五城字備前１２（尾西庁舎内）

記念講演 さかなクンのギョギョッとなっとくさかなクンのギョギョッとなっとく さかなクンのギョギョッとなっとく

まも

JA愛知西 協賛　
（全国共済農業協同組合連合会の地域支援事業活用）



TEL:0586-62-9711
一宮市尾西歴史民俗資料館

お問い合わせ
JR尾張一宮駅・名鉄一宮駅から、名鉄一宮駅バスターミナル2番のりば
起・蓮池・西中野行き「尾西庁舎」下車 北へ徒歩すぐアクセス

〒494-0008  愛知県一宮市東五城字備前１２（尾西庁舎内）会場
一宮市尾西生涯学習センター 6階大ホール　
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ポスター発表
•国土交通省中部地方整備局
•国土交通省中部地方整備局
　 木曽川上流河川事務所
•環境省中部地方環境事務所
•国立研究開発法人 土木研究所
　 自然共生研究センター
•木曽三川流域生態系ネットワーク
•愛知県立木曽川高等学校総合実務部
•愛知県立一宮高等学校生物部
•一宮市立尾西第一中学校
•一宮市立起小学校
•岐阜県水産研究所
•世界淡水魚園水族館アクア･トト ぎふ
•碧南海浜水族館
•名古屋市東山動植物園
•尾西信用金庫
•三井住友信託銀行
•大阪府立環境農林水産総合研究所
　（イタセンネット）
•氷見市教育委員会
•流域環境保全ネットワーク
•羽島市教育委員会
•一宮市尾西歴史民俗資料館

最後まで参加した方には最後まで参加した方には

オリジナルグッズ
プレゼント！
オリジナルグッズ
プレゼント！ Thankyou

市域
いき

では、イタセンパラは「センパ

ラ」と呼ばれ、以前は、他のタナゴ類

とともに身近な水辺の生き物として親しま

れていました。しかも、タナゴ類の中でも

最も美しいと愛
め

でられたタナゴでした。

　このシンポジウムでは、このイタセンパ

ラを絶滅の危機から守るために、私

たちに何ができるかを考えてみ

たいと思います。

3

し

また、流域全体に対するさまざま

な人
じん

為
い

的
てき

影響を背景として河川の景観

や特徴が大きく変化し、堤防にはさまれ

た河川沿いの生息環境（池・ワンド）も、悪

化が進んできました。こうして、現在の濃

尾平野では、木曽川のワンド（池）にのみ

辛うじてイタセンパラが生き残って

いるだけとなりました。

2

　

イタセンパラはもともと、木曽三川周辺の広大

な湿地や多数の分流、農地内に密に整備された水路

など、濃尾平野に暮らす人々の生活に密
みっ

接
せつ

にかかわる水

辺環境に生息していました。しかし、江戸時代初期の御

囲堤の築
ちく

堤
てい

に始まり、分流の締め切りや連続堤の建設に

より、水路や氾
はん

濫
らん

を介した河川と湿地・農地とのつながり

が薄れ、生息環境の分断化が進みました。　昭和に入

ると、土地改良が進むにつれ、農業用水路のネット

ワークの分断やコンクリート化が急速に進み、

農地における生息環境は失われました。
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お

 かこいづつみ

まも

生息地は
世界で3か所だけ

大阪平野濃尾平野
（木曽川）

二枚貝に
卵を産みつけます

15:00
〜

16:55

後半

シンポジウム
［コーディネーター］
・岐阜大学流域圏科学研究センター　研究員　永山 滋也さん

・大阪府立環境農林水産総合研究所　主幹研究員　上原 一彦さん
・氷見市教育委員会　学芸員　西尾 正輝さん
・世界淡水魚園水族館アクア・トト ぎふ　館長　池谷 幸樹さん
・環境省中部地方環境事務所　統括自然保護企画官　酒向 貴子さん
・国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  所長　堀 与志郎さん

※ディスカッション

司 会   FMいちのみや　鳩山 佳江さん

13:10
〜

14:40

前半

イタセンパラ保護の経緯
岐阜経済大学教授　森　誠一さん

［コーディネーター］
［パネリスト］

・東海大学海洋学部（2年生）　森 舞衣さん
・愛知県立木曽川高等学校総合実務部
・愛知県立一宮高等学校生物部

東京海洋大学名誉博士・客員准教授　さかなクン

記念講演
「さかなクンのギョギョッとなっとく川魚教室」

大学生・高校生発表

質疑応答

［パネリスト］

12:00
13:00

開場・受付開始
開会・挨拶 一宮市長　中野 正康

17:00 閉会

ワンドとは、川の本流のま
わりの入り江（または水たま
り状）になっているところで
市域では池と呼ばれていま
す。流れがゆるやかで、魚・
二枚貝・昆虫・水草の大切な
すみかになっています。

ワンド


